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はじめに 
この文書は、インターネットの諸課題に関して議論するために国際連合が設置した「インターネットガ
バナンスフォーラム(IGF)1」の機能を国内で展開する、国内 IGF 活動をご紹介し、お誘いするものです。 
 
IGF とは 
IGF は、2003 年と 2005 年に国際連合が開催した「世界情報社会サミット」(WSIS: World Summit for 
Information Society)2 の成果として設置された、年次会合を中心とした活動で、現在、国連経済社会局
(Department of Economic and Social Affairs, DESA) が運営を担当しています。国連の会議ですが、参加
は民間に広く開かれており、政府を含めたインターネットに異なる立場を持つ関係者が、対等な立場で
参加する「マルチステークホルダーアプローチ」を特徴としています。 

 
 
他に以下のような特徴を持ちます。 
● 年次会合は（オンサイト開催の場合）現地参加 1,600名、遠隔参加 2,100名を数える大規模な会合 3 
● 会合におけるプログラム編成が、政府、プライベートセクター、技術コミュニティ、市民社会の代

表が参加するマルチステークホルダー・アドバイザリー・グループ(MAG)によって行われる 
● 参加者がセッション提案することも可能（ワークショップ） 
● 何らかの拘束力のある意思決定を行うものではなく、あくまで「対話の場」である。討議の結果は

持ち帰って参加者の活動にそれぞれ活かすことで反映される 

 
1 https://www.intgovforum.org/  
2 https://www.itu.int/net/wsis/  
3 IGF2019 ベルリン会合の例 
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Hiro Hotta
この資料全体として、「国内IGF活動」(というもやっとしたもの)にお誘いするのがフォーカスなのか、10月27-28日のイベントへのお誘いがフォーカスなのか、というと前者のように見受けます。もしそうだとすると、継続的参加の具体的意義をもう少ししっかり書いた方がいいかな、と思います。そのきっかけとしての2021事前会合への勧誘推進がフォーカスだとすれば、その会合の価値が強化された方がいいと思います。

前村昌紀
事前会合の案内という意味ではイベントチームが書いたものが出ますので、こちらは「国内IGF活動というもやっとしたもの」に対する「継続的参加」を呼びかけるものです。その意義をしっかり書くという宿題に、下のほうで取り組んでみます。

maem
だれを差出人とするか

maem
写真はもうちょっと増やしたほうがキャッチーになるか

山崎信
パブリックドメイン(CC0)のものでない限り、著作権／クリエイティブコモンズのクレジットを付けないと突っ込まれると思います。

Toshiaki Tateishi
私が撮った写真で使えそうなものがあればお送りしますが。(立石)

maem
端的にIGFの性質を箇条書きにするのが分かり良いと思ったが、他に良い方法があるか



 
また IGF は、NRI(National Regional IGF Initiative) として、国レベルあるいは地域レベルの IGF 活動を
推進しています。日本では、2016 年に Japan IGF4を NRI として認知していただきましたが、それから
今に至るまでの活動は、国連の IGFの報告会を実施する程度にとどまっていました。 
 
IGF 会合 2023 年日本開催と、国内 IGF 活動 
2020 年に飛び込んだビッグニュースは、2023 年の IGF 会合の日本開催が決定したことでした。２年後
に迫る IGF 会合を絶好の機会に、我々は国内 IGF 活動の活発化に取り組んでいます。その第一歩とし
て､2021 年 10 月 27 日(水)28 日(金)に、IGF2021 事前会合を開催しますので、皆さん是非ともご参加く
ださい。 
 
今回、2023 年の IGF日本開催に向けた大きな決意とともに、以下のような取り組みを行っています。 
● 会合の計画や運営において厳格に IGF の行動原則を適用することとして、チャーターに開放性・透

明性、包摂性、ボトムアップ、非商用、マルチステークホルダーアプローチの５点からなる活動原
則を明確に書き込みました。 

● IGF2021 事前会合のプログラム編成に関してはチャーターに従って、応募要領、選考手順などを予
め定めた上で、公募としました。応募されたプログラムには、登壇者構成が可能な限りマルチステ
ークホルダー構成となるなど、行動原則に合致するように求めています。 

 
今後の継続的な国内 IGF 活動への参加のお誘い 
IGF2021 事前会合以降も、IGF2021 の報告会、IGF2022 の事前会合と報告会とイベントは続きます。
我々は、あらゆるステークホルダーが対等な立場で参加するマルチステークホルダーアプローチの対話
によって、インターネットに関するさまざまな課題が検討され、それが政府における公共政策やインタ
ーネット運営のポリシーに活かされることが、今後の ICT 社会の発展に是非とも必要だと考えています。
これらの国内 IGF活動が国内随一の ICT政策議論の場となるよう、政府総務省を始めとする関連省庁と
ともに、運営団体の創設など運営基盤の構築を進めてまいります。是非とも、イベントへの参加、運営
ヘの参加をよろしくお願いします。 
 
 
参考情報 
Japan IGF Web ページ    https://japanigf.jp/  
(IGF2023 に向けた国内 IGF 活動活発化チームの会合記録や資料はこちらからご覧になれます） 
IGF Webページ    https://www.intgovforum.org/ 
JPNIC インターネットガバナンス ページ https://www.nic.ad.jp/ja/governance/ 
 

 
4 https://japanigf.jp/ 
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Yuri TAKAMATSU
公式発表されているアナウンスを脚注でつけてはいかがでしょうか？（NRIのQAに記載の今後のIGF開催予定以外に公式ページをお見かけせず...）

前村昌紀
今しがたちょっと粘ってみましたが、まだ見つけていません。見つかったらリンク載せます。

maem
新たな取り組みとして着目してもらえるか

maem
虚偽がなく、正しく引き付ける表現か

前村昌紀
9/22会合で飯田さんからは一応無理はなさそうというご返答を頂きました。

Toshiya Jitsuzumi
参加することによるメリットや、参加に伴う負担について明記できる部分は明記しないと、「よろしくお願い」というだけでは怖いと思います。

Toshiaki Tateishi
私も具体的に書いた方がいいかと思います。例えば＋αで「インターネットガバナンスに関する各種課題の提言や議論の活発化に資する活動への参加」後、日本語でいい単語が思いつかないのですが、"awareness"や"advocate"という概念も付け加えられたらと思います。

maem
他にreferする情報がないか
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